






※２１箇所の井戸を確認
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※酸素欠乏ガス：酸素濃度が18vol%以下の空気
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橋軸方向最大幅１８ｍを確保可能

橋軸直角方向幅を２５ｍと仮定すると４５０ｍ2となる。

航路幅桟台幅 10ｍ1ｍ1ｍ 18ｍ桟台幅 10ｍ

橋軸直角方向幅を 仮定する なる。

20ｍ
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ジャケット式桟台ジャケット式桟台

名港西大橋工事名港西大橋工事

● 工程短縮効果が大きい（併行作業・一括架設）● 工程短縮効果が大きい（併行作業・一括架設）

● 航路への影響が非常に少ない（１日程度）● 航路への影響が非常に少ない（１日程度）

● 必要により転用も可能（防舷設備としても利用可）● 必要により転用も可能（防舷設備としても利用可）

● 鋼管杭式桟橋より安価となる可能性がある● 鋼管杭式桟橋より安価となる可能性がある



海上 施 は 方式が考えられる海上 施 は 方式が考えられる海上での施工には以下の２方式が考えられる。海上での施工には以下の２方式が考えられる。

鋼 殻

桟 橋

築 島

桟 橋

一般には一般には水深５～６ｍ水深５～６ｍ程度の場合には、程度の場合には、
鋼殻方式に比較して安価な工法となる鋼殻方式に比較して安価な工法となる

水深が深くなると鋼殻方式が有利とな鋼殻方式が有利とな
る 施工上る 施工上航路への影響も少ない航路への影響も少ない鋼殻方式に比較して安価な工法となる。鋼殻方式に比較して安価な工法となる。 る。施工上る。施工上航路への影響も少ない。航路への影響も少ない。



新 湊 大 橋

PP2222 PP2323

ＰＰ2222（鋼殻方式）（鋼殻方式） ＰＰ2323（築島方式）（築島方式）

水深７．５～１２．０ｍ水深７．５～１２．０ｍ 水深４．０～５．０ｍ水深４．０～５．０ｍ



鋼殻ケーソンの施工方法は、鋼殻ケーソンの施工方法は、施工条件・現場条件・波浪条件並びに経済性施工条件・現場条件・波浪条件並びに経済性により決により決
定される定される定される。定される。

製作工場が製作工場が比較的近い比較的近い場合場合

陸上・海上運搬陸上・海上運搬 近隣岸壁で組立近隣岸壁で組立 ＦＣによる曳航・据付ＦＣによる曳航・据付

工

場

陸上・海上運搬陸上・海上運搬
ｹｰｿﾝ製作ﾔｰﾄﾞｹｰｿﾝ製作ﾔｰﾄﾞ
で組立・進水で組立・進水 引船による曳航・据付引船による曳航・据付

場

製

作 進水 鋼殻浮上進水 鋼殻浮上 桟台 引込み 据付桟台 引込み 据付

製作工場が製作工場が比較的遠い比較的遠い場合場合

ＦＤによる運搬ＦＤによる運搬作 進水・鋼殻浮上進水・鋼殻浮上 桟台へ引込み・据付桟台へ引込み・据付

台船 よる運搬台船 よる運搬 Ｃにいる吊上げＣにいる吊上げ ＦＣによる曳航 据付ＦＣによる曳航 据付

ＦＤによる運搬ＦＤによる運搬

伏木富山での台船による運搬台船による運搬 ＦＣにいる吊上げＦＣにいる吊上げ ＦＣによる曳航・据付ＦＣによる曳航・据付伏木富山での
施工方法
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鋼 殻

ｼﾞｬｹｯﾄ式桟台 ｼﾞｬｹｯﾄ式桟台

ﾀﾞﾌﾞﾙｳｫｰﾙ



ｼﾞｬｹｯﾄ式桟台 ｼﾞｬｹｯﾄ式桟台鋼 殻
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ｼﾞｬｹｯﾄ式桟台 ｼﾞｬｹｯﾄ式桟台



機 械 名 数 量

ﾏﾃﾘｱﾙﾛｯｸ

土砂ﾊﾞｹｯﾄ

機 械 名 数 量

潜函ｼｮﾍﾞﾙ １台/150ｍ2

ﾏﾃﾘｱﾙﾛｯｸ
１基/300ｍ2

ﾏﾝﾛｯｸ

ﾏﾝﾛｯｸ ｸﾛｰﾗｰｸﾚｰﾝ50ｔ吊
土砂ﾎｯﾊﾟ

ｴｱｼｬﾌﾄ

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ１0ｔ

ｼﾞｬｹｯﾄ式桟台

置換砕石置換砕石

天井走行式掘削
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